
いちごドリルプリント

ヨーロッパ州 名前

問1 ヨーロッパ連合（EU）が、域内での経済的な結びつきを強め、人や物の移動をより円滑にすることを目的として導入した共通通貨の名称を答え
なさい。 （2014年 和歌山県公立入試 類似）

1. ポンド 2. ドル 3. フラン 4. ユーロ

問2 北緯60度付近にあるノルウェーのある地点では、年平均気温が約12℃、冬の月平均気温が氷点下に下がらず、年間を通して安定した降水が見ら
れる統計データが示されています。このような高緯度にもかかわらず温暖な気候条件が、周辺地域の産業に与えている影響として正しい説明は
どれですか。 （2018年 東京都公立入試 類似）

1. 暖流の影響で海が凍らないため、
冬でも北海での石油・天然ガス採掘
や船舶による輸送が可能になる。

2. 一年中高温多雨な熱帯雨林気候と
なるため、天然ゴムやカカオのプラ
ンテーションが展開される。

3. 夏に降水量が極端に少なくなるた
め、乾燥に強いオリーブやブドウの
栽培が盛んに行われる。

4. 極めて乾燥した砂漠気候となるた
め、外来河川を利用した大規模な灌
漑農業が行われる。

問3 イタリアの農業統計において、小麦の生産量が米の生産量を大きく上回っている状況があります。この農業的な特徴が、イタリアの食文化にど
のような影響を与えていると考えられますか。最も適切な説明を選びなさい。 （2024年 東京都公立入試 類似）

1. 生産量の多い小麦を主原料とした
、パスタやピザを食べる文化が定着
している。

2. 米の生産が困難なため、とうもろ
こしを主食としてそのまま食べる文
化が中心である。

3. オリーブの栽培に特化しているた
め、穀物を全く摂取しない食生活が
一般的である。

4. 寒冷な気候で育つライ麦の生産が
多いため、黒パンを主食とする文化
が普及している。

問4 欧州連合（EU）において、一人あたりの国民総所得が相対的に低い東欧諸国が加盟したことで生じている、経済的な事象として正しいものはど
れですか。 （2017年 山口県公立入試 類似）

1. 東欧諸国の所得水準に合わせて、
西欧諸国の一人あたりの国民総所得
が年々減少している。

2. 東欧諸国の豊かな資本が西欧諸国
へ投資され、ヨーロッパ全体の経済
成長を支えている。

3. 加盟時期による経済格差を解消す
るため、すべての加盟国の所得を強
制的に平均化する制度が導入された
。

4. 賃金の安さを求めて、西欧諸国の
企業が東欧諸国へ工場を移転させる
動きが見られる。

問5 ヨーロッパ連合（EU）の加盟国間で共通通貨である「ユーロ」が導入されたことによって得られる利点について、適切に述べたものはどれです
か。 （2021年 鳥取県公立入試 類似）

1. 国境を越えて移動や買い物をする
際、両替の手間や手数料を省くこと
ができ、経済活動が効率化される。

2. EU加盟国のすべてがこの通貨を導
入することで、各国の独自の税制や
経済政策が完全に禁止される。

3. 域内における農作物の価格をすべ
て統一することができ、農家の収入
が完全に保証される。

4. ヨーロッパにあるすべての国で利
用可能であるため、アジアやアメリ
カとの貿易において為替の影響を全
く受けなくなる。

問6 2019年時点における世界の主要な国・地域別の国内総生産（GDP）を比較したとき、欧州連合（EU）の経済規模について説明したものとして
正しいものを選びなさい。 （2024年 京都府公立入試 類似）

1. アメリカの約21兆ドルに次ぐ規模
であり、中国の約14兆ドルを上回っ
ている

2. 世界最大の経済規模であり、約21
兆ドルの国内総生産を誇るアメリカ
をも上回っている

3. 中国の経済規模を下回っており、
アメリカ、中国に次ぐ世界第3位の規
模である

4. アメリカの約半分程度の経済規模
にとどまっており、加盟国の合計で
も中国に及ばない

問7 ドイツでは、環境対策として再生可能エネルギーの導入を積極的に進めており、発電電力量に占めるその割合は四割を超えています。ドイツが
このようなエネルギー政策を推進し、特に原子力発電の割合を三パーセント以下にまで低下させてきた背景として、最も適切な説明はどれです
か。 （2025年 千葉県公立入試 類似）

1. 欧州連合（EU）の共通政策により
、すべての加盟国に対して原子力発
電所の即時停止が義務付けられたた
め。

2. 国土の大部分が急峻な山岳地帯で
あり、豊富な水資源を利用した水力
発電が電力供給の柱となったため。

3. 環境政党の台頭や福島第一原発事
故の影響を受け、脱原発と再生可能
エネルギーへの転換を国策として決
定したため。

4. 北海における大規模な海底油田の
掘削に成功し、火力発電の燃料を安
価に自給できる体制が整ったため。

問8 ヨーロッパ北西部で広く行われている、小麦やライ麦などの穀物栽培と、牛や豚などの家畜の飼育を有機的に組み合わせて行う農業形態を何と
いいますか。 （2014年 愛媛県公立入試 類似）

1. 混合農業 2. 移牧 3. 酪農 4. 地中海式農業

問9 ヨーロッパ連合（EU）において共通通貨が導入されたことによる利点として、最も適切な説明はどれですか。 （2014年 和歌山県公立入試 類似）

1. 加盟しているすべての国が全く同
じ農産物や工業製品を生産するよう
に義務付けられた。

2. 域内の国々の間で、国境を越えて
貿易や旅行をする際の両替の手間や
手数料がかからなくなった。

3. 各国の政府が自由に通貨を発行で
きるようになり、独自の景気対策が
以前よりも容易になった。

4. 域外の国々、例えば日本やアメリ
カ合衆国との貿易においてもすべて
同じ通貨で決済できるようになった
。

問10 1990年から2018年にかけての主要国の統計において、二酸化炭素の総排出量と一人当たりの排出量の両方が減少傾向にあり、環境対策が進ん
でいるとされる国を次の中から選びなさい。 （2023年 奈良県公立入試 類似）

1. アメリカ合衆国 2. 日本 3. 中国 4. ドイツ

問11 ヨーロッパ連合（EU）の加盟国において、共通通貨である「ユーロ」を導入することの経済的な利点として、最も適切な説明はどれですか。
（2018年 群馬県公立入試 類似）

1. 加盟国すべての物価や賃金を完全
に同じ金額に固定することで、所得
格差を即座に解消できる。

2. ヨーロッパ以外の地域からの輸入
品に対して、一律で高い関税をかけ
ることができるようになる。

3. 域内の貿易において両替の手間や
為替変動のリスクがなくなり、経済
活動がより活発になる。

4. 加盟国独自の財政政策を廃止し、
すべての国の国家予算を一つの機関
が管理できるようになる。

問12 EU（欧州連合）には、デンマークなどの古くからの加盟国と、2004年以降に加盟した東ヨーロッパやバルト海沿岸の国々が混在しています。こ
れら加盟国間で見られる「一人あたりの国民総所得」の特徴について説明した文として、最も適切なものはどれですか。 （2020年 福島県公立入試 類似）

1. 後から加盟した国々は、古くから
の加盟国に比べて一人あたりの国民
総所得が低いだけでなく、加盟後の
経済成長も停滞し、数値が減少して
いる。

2. 古くからの加盟国は、後から加盟
した国々よりも経済成長にともなう
所得の増加率が高いため、EU内の経
済格差は拡大し続けている。

3. 後から加盟した国々は、古くから
の加盟国よりも一人あたりの国民総
所得が高く、さらに経済成長による
数値の増加率も極めて高い。

4. 後から加盟した国々は、古くから
の加盟国に比べて一人あたりの国民
総所得は低いが、その後の経済成長
による数値の増加率は高い傾向にあ
る。
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答え合わせ・解説
問1 答え 4

ユーロ
ヨーロッパ連合（EU）では、加盟国間での貿易を活発にし、経済統合を進めるために共通通
貨であるユーロを導入しました。これにより、国を越えて移動する際の両替の手間や手数料が
省けるようになりました。イギリス（現在は離脱）のようにEU加盟時でも独自の通貨である
ポンドを使い続けた国もあり、すべての加盟国が導入しているわけではありません。

問2 答え 1
暖流の影響で海が凍らないため、冬でも北海
での石油・天然ガス採掘や船舶による輸送が
可能になる。

高緯度地域では通常、冬の寒さが厳しく海面が凍結することもありますが、暖流と偏西風の影
響を受けるこの地域では不凍港（凍らない港）に恵まれます。この条件により、北海などの大
陸棚における資源採掘や、パイプライン・船舶を用いたエネルギー資源の輸出が年間を通じて
円滑に行われています。

問3 答え 1
生産量の多い小麦を主原料とした、パスタや
ピザを食べる文化が定着している。

イタリアでは北部の平野部などで小麦の栽培が盛んであり、統計上も米など他の穀物に比べて
生産量が多いことが示されています。このため、収穫された小麦を粉にして加工するパスタや
ピザが、国の代表的な食文化として発展しました。

問4 答え 4
賃金の安さを求めて、西欧諸国の企業が東欧
諸国へ工場を移転させる動きが見られる。

EU域内では人・もの・資本の移動が自由であるため、西欧諸国の企業は、より安い労働力を
求めて東欧諸国に生産拠点を移すことがあります。これにより、東欧諸国では雇用が生まれる
というメリットがある一方、西欧諸国では産業の空洞化が懸念されたり、東欧から西欧へより
高い賃金を求めて労働者が大量に流入したりするなど、加盟時期の違いによる経済格差が様々
な社会現象を引き起こしています。

問5 答え 1
国境を越えて移動や買い物をする際、両替の
手間や手数料を省くことができ、経済活動が
効率化される。

共通通貨の導入は、国を越えた移動が盛んなヨーロッパにおいて、両替に伴う時間的なロスや
手数料というコストを削減する効果があります。これにより、企業間の取引や観光客の消費が
促進され、域内全体の経済活性化につながります。ただし、EU加盟国の中でもデンマークな
どのようにユーロを導入していない国も存在します。

問6 答え 1
アメリカの約21兆ドルに次ぐ規模であり、中
国の約14兆ドルを上回っている

2019年の統計データによると、世界で最も国内総生産（GDP）が大きいのはアメリカで約21
兆ドルです。EU（イギリスを除く合計）は約15兆ドルであり、アメリカに次ぐ世界有数の経
済規模を持っています。これは中国の約14兆ドルを上回る規模であり、EUが世界経済におい
て極めて大きな影響力を持っていることを示しています。

問7 答え 3
環境政党の台頭や福島第一原発事故の影響を
受け、脱原発と再生可能エネルギーへの転換
を国策として決定したため。

ドイツでは一九八〇年代から環境意識が高まり、緑の党などの環境政党が政治的影響力を持つ
ようになりました。二〇一一年の東日本大震災に伴う福島第一原発事故を受けて、当時の政権
は原子力発電所を段階的に廃止し、風力や太陽光などの再生可能エネルギーへシフトする方針
を決定しました。北海に面した北部では風力発電、日照条件の良い南部では太陽光発電が盛ん
に行われています。

問8 答え 1
混合農業

ヨーロッパ北西部の比較的冷涼な気候に適した農業形態です。主食となる小麦やライ麦、ある
いは家畜の飼料となる作物の栽培を行いながら、同時に豚や牛といった家畜を飼育することで
、経営の安定を図っています。

問9 答え 2
域内の国々の間で、国境を越えて貿易や旅行
をする際の両替の手間や手数料がかからなく
なった。

共通通貨の導入は、経済的な障壁を取り除くための重要な施策です。通貨を統一することで、
企業は為替変動のリスクを気にせずに投資や取引ができるようになり、消費者も異なる国での
買い物や旅行がしやすくなりました。一方で、独自の通貨を持たないことで、各国が自国の状
況に合わせた独自の金融政策（通貨供給量の調節など）を行えなくなるという側面もあります
。

問1
0

答え 4
ドイツ

ドイツは1990年代から環境政策を重視しており、再生可能エネルギーへの転換を積極的に進
めてきました。その結果、主要国の中でも、経済規模を維持しながら二酸化炭素の総排出量と
国民一人当たりの排出量のどちらも減少させることに成功した稀な例として知られています。

問1
1

答え 3
域内の貿易において両替の手間や為替変動の
リスクがなくなり、経済活動がより活発にな
る。

ユーロの導入以前は国ごとに通貨が異なっていたため、貿易のたびに両替手数料が発生したり
、為替レートの変動によって利益が左右されたりする課題がありました。共通通貨の導入は、
これらの障壁を取り除き、加盟国間での商品やサービスの取引をより効率的に行うための重要
な仕組みです。

問1
2

答え 4
後から加盟した国々は、古くからの加盟国に
比べて一人あたりの国民総所得は低いが、そ
の後の経済成長による数値の増加率は高い傾
向にある。

EUの拡大にともない、西ヨーロッパの先進工業国と、後から加盟した東ヨーロッパ諸国など
との間にある「経済格差」の是正が重要な課題となっています。バルト海沿岸の国々を例に見
ると、2005年時点での一人あたりの国民総所得は、古くからの加盟国が3万ドルから4万ドル
台であるのに対し、2001年以降に加盟した国々は1万ドルに満たない低い水準にありました。
しかし、後者のグループはEU加盟後の経済発展が著しく、2017年までの間に所得が約2倍に
伸びるなど、高い増加率を示しているのが特徴です。


